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HP Software Solutions & Integrations and Best Practices
HP Software Solutions Now (https://h20230.www2.hp.com/sc/solutions/index.jsp) を参照してください。このサイトでは、HPソフトウェアのカタログに記載された製品の説明

を確認したり、情報を交換したり、ビジネスニーズを解決することができます。

Cross Portfolio Best Practices Library (https://hpln.hp.com/group/best-practices-hpsw) からは、さまざまなベスト プラクティス文書や資料にアクセスすることができます。
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第1章 :はじめに
HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE (OMi MP for SAP Sybase ASE)は、HP Operations
Manager i (OMi)とともに動作し、Business ServiceManagement (BSM)を使用して SAP Sybase ASE
(Adaptive Server Enterprise)データベース環境の監視を可能にします。OMi MP for SAP Sybase ASE
には、SAP Sybase ASEサーバの状況やステータスの監視を目的とした以下のコンポーネントが含まれま

す。

l SAP Sybase ASE管理テンプレート

l SAP Sybase ASEアスペクト

l パラメータ

l ランタイムサービスモデル (RTSM)のビュー

l イベント タイプインジケータ (ETI)

l 状況インジケータ (HI)

l グラフテンプレート

l ツール

注 : コンポーネントの詳細は、OMi Management Pack for SAP Sybase ASEのオンラインヘルプまた

はオンラインヘルプのPDF版を参照してください。

このマニュアルで使われている略語

名称 説明

BSM Business ServiceManagement

OMi HP Operations Manager i

RTSM ランタイムサービスモデル

MPDVD OMi Management Pack for SAP Sybase ASE DVD

BSMDPS BSMデータ処理サーバ

BSMGWS BSMゲートウェイサーバ

OMi MP HP OMi Management Pack
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名称 説明

OMi MP for SAP Sybase ASE HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE

関連ドキュメント
BSMおよびMonitoring Automationについての詳細は、BSMマニュアルを参照してください。

OMiについての詳細は、次のドキュメントを参照してください。

OMi MP for SAP Sybase ASEの詳細は、次のドキュメントを参照してください。

l リリースノート

l オンラインヘルプのPDF版

ライセンス
OMi MPのライセンスは、25ライセンスがパッケージで提供されます。アプリケーションのタイプに関わらず、

OSインスタンスごとに 1ライセンスを使用します。たとえば、ライセンスパックには、OMi MP for Microsoft
SQL Serverのライセンス5個、OMi MP for Oracle Databaseのライセンス10個を、サポートされているそ

の他のアプリケーションと組み合わせて含めることができます。

Entitlement Order Number (EON)のライセンスを取得するには、www.hp.com/software/licensingにアク

セスし、HP Passportの資格情報でログインします。

ライセンスの適用の詳細は、「ライセンスの適用」を参照してください。

インストールガイド
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第2章 : OMi MP for SAP Sybase ASEのインストー

ル
この項では、BSMサーバ (Linux andWindows)およびOMiサーバ (Linux andWindows)でのOMi MP for
SAP Sybase ASEのインストールについて説明します。

インストールメディア
この項では、OMi MP for SAP Sybase ASEのインストールメディアについて説明します。OMi MP for
SAP Sybase ASEはOMi MP for SAP Sybase ASE DVD (MPDVD)および電子メディアに収録されてい

ます。MPDVDおよび電子メディアは、英語および英語以外のロケール環境に対応しています。ロケール

要件に基づき、適切なインストールメディアを使用できます。

OMi MP for SAP Sybase ASE DVDおよび電子メディアには、ソフトウェアおよび製品マニュアルが収録さ

れています。分散環境では、すべてのBSMデータ処理サーバ (BSM DPS)とゲートウェイサーバ (BSM
GWS)にインストールする必要があります。

次の表に、MPDVD と電子メディアに収録されているドキュメントの情報を記します。

ドキュメント 場所 目的

オンラインヘルプ BSMコンソールの [ヘルプ]メニューで利用できま

す。

BSMコンソールから、[ヘルプ] > [BSM ヘルプ] >
[Application Administration] > [Operations
Management] > [OMi Management Pack for
SAP Sybase ASE]に移動します。

OMiコンソールの メニューから使用可能。

OMiコンソールから、 >[全般的なヘルプ] > [管
理ガイド ] > [管理パック] > [OMi Management
Pack for SAP Sybase ASE]に移動します。

次の情報を提供しま

す。

l SAP Sybase ASE
管理テンプレートの

使用

l SAP Sybase ASE
アスペクトおよびポリ

シーテンプレートの

使用

l インジケータ (HI、
ETI)の使用

インストールガイド <MPDVD>\DOCUMENTATION\en

オンラインヘルプの

PDF版

<MPDVD>\DOCUMENTATION\en
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ドキュメント 場所 目的

リリースノート <MPDVD>\DOCUMENTATION\en 次の情報を提供しま

す。

l 主要な機能

l インストールについて

インストールの前提条件
以下の項では、BSM (LinuxおよびWindows)サーバおよびOMi (LinuxおよびWindows)サーバでのOMi
MP for SAP Sybase ASEのインストールに関するハードウェアおよびソフトウェアの前提条件を一覧表示

します。

ソフトウェア要件
OMi MP for SAP Sybase ASEをBSMサーバ (Windowsまたは Linux)にインストールするためのソフト

ウェア要件の詳細は、「BSMサーバでのソフトウェア要件」を参照してください。

OMi MP for SAP Sybase ASEをOMiサーバ (Windowsまたは Linux)にインストールするためのソフトウェ

ア要件の詳細は、「OMiサーバでのソフトウェア要件」を参照してください。

BSMサーバでのソフトウェア要件
OMi MP for SAP Sybase ASEバージョン 1.00をインストールする前に、BSMサーバへ以下のコンポーネ

ントをインストールし、構成する必要があります。

BSM サーバ

コンポーネント バージョン

BSM 9.23以降 *

HP Operations Manager i 9.23以降 *

HP Monitoring Automation 9.23以降 *

OMi MP for Infrastructure 1.10

注 :大規模環境では、BSM 9.24以降を使用することをお勧めします。

管理対象ノード

インストールガイド
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コンポーネント バージョン

HP Operations Agent 11.12以降 *

注 : *サポート マトリックスの詳細は、

http://support.openview.hp.com/selfsolve/document/KM323488を参照してください。

SiteScopeサーバ (オプション):

*サポートされている最新バージョンについては、サポート マトリックスを参照してください。

OMiサーバでのソフトウェア要件
OMi MP for SAP Sybase ASEバージョン 1.00をインストールする前に、OMiサーバへ以下のコンポーネン

トをインストールし、構成する必要があります。

OMi サーバ

コンポーネント バージョン

HP Operations Manager i 9.23以降 *

OMi MP for Infrastructure 1.10

OMi MP for SAP Sybase ASE 1.00

注 :大規模環境では、BSM 9.24以降を使用することをお勧めします。

管理ノード

コンポーネント バージョン

HP Operations Agent 11.12以降 *

インストール時のチェックリスト
OMi MP for SAP Sybase ASEのインストールでは、次の表にまとめたタスクを指定の順序で事前に実行

します。

OMi MP for SAP Sybase ASEをBSMサーバにインストールする場合は、「BSMサーバ用チェックリスト」

を参照してください。

OMi MP for SAP Sybase ASEをOMiサーバにインストールする場合は、「OMiサーバ用チェックリスト」を

参照してください。

インストールガイド
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BSMサーバ用チェックリスト
管理対象サーバ

タスク 参照先

BSMのインストールで必要な前提条件のチェッ

ク

『BSMインストールガイド』の「一般的な前提条

件」を参照してください。

BSMバージョン 9.23以降のインストール 『BSMインストールガイド』の「BSM 9.20のインス

トール」および「最新のBSM 9.2xマイナーマイナー

リリースとパッチのインストール」を参照してください。

Monitoring Automationバージョン 9.23以降のイ

ンストール

『Operations Manager i Monitoring Automationイ
ンストールガイド』の「Monitoring Automationのイ

ンストール」を参照してください。

Monitoring Automationのインストールの確認

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00のク

リーンアップ

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00がすでに

インストールされている場合は、『OMi
Management Pack for Infrastructureインストール

ガイド』の「OMi MP for Infrastructureバージョン

1.00からバージョン 1.10への移行」を参照してくだ

さい。

Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェ

ア更新のインストール

注 : OMi MP for SAP Sybase ASEをBSM
9.23にインストールする場合は、Monitoring
Automation 9.23向けの追加のソフトウェア

更新をインストールする必要があります。

「Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア

更新のインストール」の項を参照してください。

OMi MP for Infrastructure 1.10のインストール 『OMi Management Pack for Infrastructureインス

トールガイド』の「OMi MP for Infrastructureバー

ジョン 1.10のインストール」を参照してください。

OMi MP for SAP Sybase ASE 1.00のインストー

ル

「BSMまたはOMiでのOMi MP for SAP Sybase
ASEバージョン 1.00のインストール」の項を参照し

てください。

ライセンスの適用 「ライセンスの適用」の項を参照してください。

管理対象ノード

インストールガイド
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タスク 参照先

HP Operations Agent 11.12以降のインストール 『HP Operations Agentおよ

びHP Operations Smart
Plug-ins for Infrastructureイ
ンストールガイド』の

「Installing the HP
Operations agent 11.12 (HP
Operations Agent 11.12のイ

ンストール)」を参照してくださ

い。

特殊な設定 「特殊な設定」の項を参照

してください。

管理対象ノードでのライブラリパスの設定 * 「Solaris管理対象ノードで

のライブラリパスの設定」の項

を参照してください。

*このチェック項目は、Solaris管理対象ノードのみに適用されます。

OMiサーバ用チェックリスト
管理対象サーバ

タスク 参照先

OMi MP for Infrastructureバージョン 1.00のクリーンアップ OMi MP for Infrastructure
バージョン 1.00がすでにイン

ストールされている場合は、

『OMi Management Pack for
Infrastructureインストールガ

イド』の「OMi MP for
Infrastructureバージョン 1.00
の削除」を参照してください。

OMi MP for Infrastructure 1.10のインストール 『OMi Management Pack for
Infrastructureインストールガ

イド』の「OMi MP for
Infrastructure 1.10のインス

トール」を参照してください。

OMi MP for SAP Sybase ASE 1.00のインストール 「BSMまたはOMiでのOMi
MP for SAP Sybase ASE
バージョン 1.00のインストー

ル」の項を参照してください。

インストールガイド
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タスク 参照先

ライセンスの適用 「ライセンスの適用」の項を参

照してください。

管理対象ノード

タスク 参照先

HP Operations Agent 11.12以降のインストール 『HP Operations Agentおよ

びHP Operations Smart
Plug-ins for Infrastructureイ
ンストールガイド』の

「Installing the HP
Operations agent 11.12 (HP
Operations Agent 11.12のイ

ンストール)」を参照してくださ

い。

特殊な設定 「特殊な設定」の項を参照

してください。

管理対象ノードでのライブラリパスの設定 * 「Solaris管理対象ノードで

のライブラリパスの設定」の

項を参照してください。

*このチェック項目は、Solaris管理対象ノードのみに適用されます。

Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更

新のインストール

注 : BSM 9.23に限り、Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェア更新をインストールする必

要があります。

OMi MP for SAP Sybase ASEをインストールする前に、Monitoring Automation 9.23の追加のソフトウェ

ア更新をインストールする必要があります。Monitoring Automation 9.24以降のバージョンを使用している

場合、この追加のソフトウェア更新のインストールは不要です。Monitoring Automation 9.23の追加のソ

フトウェア更新はMPDVDに収録されています。

分散 BSM環境での追加のソフトウェア更新のインストール
この項では、分散 BSM環境でのソフトウェア更新のインストールの詳細について説明します。分散

BSM環境では、BSMDPS とBSMGWSを異なるシステムで使用できます。追加のソフトウェア更新

は、BSMDPS とBSMGWSの両方にインストールする必要があります。

インストールガイド
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分散 BSM環境ではない場合、次の項をスキップして「一般的な BSM環境での追加のソフトウェア更

新のインストール」を参照してください。

BSM DPSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散 BSM環境で動作しているBSMDPSで追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手

順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-content-server.warファイルのバージョンをチェック

します。

Linuxの場合 :

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-content-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。

cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-content-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMDPSで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダにある既存のopr-config-content-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps
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opr-config-content-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-content-server.warを次のフォル

ダにコピーします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しい warファイルをデプロイします。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi -noGW

Windowsの場合 :

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi -noGW

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

BSM GWSでの追加のソフトウェア更新のインストール

分散 BSM環境で動作しているBSMGWSで追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手

順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-server.warファイルのバージョンをチェックします。

Linuxの場合 :

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。
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cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMGWSで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダにある既存のopr-config-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-server.warを次のフォルダにコピー

します。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

Windowsの場合 :
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cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat

一般的な BSM環境での追加のソフトウェア更新のインス

トール
一般的な BSM環境では、BSMDPS とBSMGWSを同じシステムで使用できます。一般的な BSM
環境で追加のソフトウェア更新をインストールするには、次の手順を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、現在のopr-config-server.warのバージョンをチェックします。

Linuxの場合 :

cd /opt/HP/BSM/opr/webapps

/opt/HP/BSM/opr/support/what.sh ./opr-config-server.war

Windowsの場合 :

BSMがインストールされているドライブに移動します。

cd /d %TOPAZ_HOME%\opr\webapps

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\support\what.vbs opr-config-server.war

注 :バージョン番号が09.23.174より下である場合、次の手順に進んでください。バージョン番号が

09.23.174以上である場合は、現在のBSMインストールに必要なソフトウェア更新が既に含まれて

いるため、この項の残りのステップは実行不要です。

2. 次のコマンドを実行して、BSMサーバで実行中のBSMサービスを停止します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm stop

Windowsの場合 :
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%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStop.bat

3. 次のフォルダにある既存のopr-config-server.warファイルをバックアップします。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

opr-config-server.warファイルを別のフォルダにバックアップする必要があります。

4. HPOprMA_update.zipを一時フォルダに展開し、opr-config-server.warを次のフォルダにコピー

します。

Linuxの場合 :

/opt/HPBSM/opr/webapps

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\opr\webapps

5. 次のコマンドを実行して、ソフトウェア更新から新しいwarファイルをデプロイします。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/opr/bin/oprcfg-configuration.sh -setup omi

Windowsの場合 :

cscript %TOPAZ_HOME%\opr\bin\oprcfg-configuration.vbs -setup omi

6. 次のコマンドを実行して、BSMサービスを開始します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/scripts/run_hpbsm start

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\SupervisorStart.bat
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OMi MP for Infrastructureバージョン1.10のインストー

ル
OMi MP for Infrastructureバージョン 1.10のインストールの詳細は、『OMi Management Pack for
Infrastructureインストールガイド』の「BSMでのOMi MP for Infrastructureバージョン 1.10のインストー

ル」の章を参照してください。

BSMまたはOMiでのOMi MP for SAP Sybase ASEバー

ジョン1.00のインストール
OMi MP for SAP Sybase ASEをBSMサーバ (LinuxまたはWindows)またはOMiサーバ (Linuxまたは

Windows)にインストールするには、MPDVDを使用します。この項では、OMi MP for SAP Sybase ASE
をBSMサーバまたはOMiサーバにインストールする手順について説明します。

注 : BSM 分散環境では、OMi MP for SAP Sybase ASEがすべてのBSMサーバ (BSM DPSおよ

びBSMGWS)にインストールされている必要があります。インストールを進める前に、Monitoring
Automationが実行中であることを確認する必要があります。ステータスを確認するには、BSMコン

ソールにログオンし、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [サーバデプロイメント ]に移動して、Monitoring
Automationが有効かどうかを確認します。

Linux BSMまたはOMiサーバの場合
OMi MP for SAP Sybase ASEを Linux BSM/OMiサーバにインストールするには、以下の手順を実行し

ます。

1. rootユーザとしてログオンします。

2. コマンド umask 022を入力して、umaskを設定します。

3. コマンド mkdir /<mount_point>を入力して、DVDまたは電子メディアをマウントするディレクトリを

作成します。

例 : mkdir /dvdrom

4. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピーし、次のコマン

ドを使用してマウントします。

DVDの場合 : mount /dev/<dvdrom_drive_name> /<mount_point>
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電子メディアの場合 : mount -o loop <e-media> /<mount_point>

5. ディレクトリを /<mount_point>に変更します。

6. 次のコマンドを実行します。

./mpinstall.sh -i [-h|help]

次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD
MP ロケールがBSM ロケール

と同じ場合

MP ロケールがBSM ロケールと異なる場

合

英語のDVD ./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i

英語以外の

DVD
./mpinstall.sh -i ./mpinstall.sh -i -locale

<mplocale>

例 : BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for SAP
Sybase ASEをインストールするには、次のコマンドを指定します。

./mpinstall.sh -i -locale zh_CN

注 :次のコマンド オプションを使用できます。

mpinstall.sh -i [-locale <MP ロケール>] [-h|help]

-i : Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help:ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

n zh_CN:簡体中国語ロケール

n ja:日本語ロケール

7. エンドユーザ使用許諾契約書 (EULA)に同意する場合は、Yesまたは Y と入力します。使用許

諾契約書に同意しない場合は、NoまたはN と入力します。

注 :使用許諾契約書 (EULA)に同意しない場合、OMi MP for SAP Sybase ASEはインス

トールされません。

インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASEのインストールが終了

したことを示すメッセージが表示されます。

インストールガイド

第2章 : OMi MP for SAP Sybase ASEのインストール

HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE (1.00) 20 / 52ページ



Windows BSMまたはOMiサーバの場合
OMi MP for SAP Sybase ASEをWindows BSMまたはOMiサーバにインストールするには、以下の手

順を実行します。x

1. DVDをディスクドライブに挿入するか、電子メディアのインストールパッケージをコピーし、展開しま

す。

2. コマンド プロンプトを開き、<DVD- ROM>または電子メディアのディレクトリに移動して、次のコマンド

を実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <mplocale>] [-h|-help]

次の表を参照して、ロケールに応じたコマンドを実行します。

DVD MP ロケールがBSM ロケールと同じ場合

MP ロケールがBSM ロケールと

異なる場合

英語のDVD cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo
mpinstall.vbs -i

英語以外の

DVD
cscript /nologo mpinstall.vbs -i cscript /nologo

mpinstall.vbs -i -locale
<MP のロケール>

例 : BSMが簡体中国語ロケールではない場合に、簡体中国語ロケールでOMi MP for SAP
Sybase ASEをインストールするには、次のコマンドを実行します。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i -locale zh_CN

注 :次のコマンド オプションを使用できます。

cscript /nologo mpinstall.vbs -i [-locale <MP ロケール>] [-h|help]

-i: Management Packをインストールします。

-locale: インストールするロケール専用のManagement Pack。

-h|-help:ヘルプメッセージを表示します。

<MP ロケール>は次のように指定できます。

n zh_CN:簡体中国語ロケール

n ja:日本語ロケール

3. エンドユーザ使用許諾契約書 (EULA)に同意する場合は、Yesまたは Y と入力します。使用許
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諾契約書に同意しない場合は、NoまたはN と入力します。

インストールが完了すると、HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASEのインストールが終了

したことを示すメッセージが表示されます。

ライセンスの適用
この項では、ライセンスの更新とアクティブ化について説明します。

注 : ライセンスの取得の詳細は、「ライセンス」を参照してください。

新しいライセンスでデプロイメントを更新し、ライセンスをアクティブ化するには、次の手順を実行します。

1. [ライセンス管理 ]に移動します。

BSMで [管理 ] > [プラットフォーム] > [セットアップと保守 ] > [ライセンス管理 ]をクリックします。

OMiでは、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [ライセンス管理 ]をクリックします。

ライセンス管理では、名前、ライセンスのタイプ、期限切れまでの残り日数、有効期限、ライセンス

数などの情報が表示されます。

2. をクリックして [ライセンスの追加 ]ダイアログボックスを開き、使用する .datファイルを検索します。

注 : .datファイルはwww.hp.com/software/licensingからダウンロードできます。

注 : インストール後のライセンスアクティブ化には遅延があります。ライセンスが自動的にアクティ

ブ化されない場合、ステップ 3を実行する必要があります。

3. (オプション)ライセンスをアクティブ化するには、 [ライセンス管理 ]ウィンドウの下にある [サーバデプロイ

メント ]リンクをクリックします。

OMi MP for SAP Sybase ASEのインストールの確認
この項では、LinuxおよびWindows BSMサーバでのOMi MP for SAP Sybase ASEのインストールの確

認について説明します。

OMi MP for SAP Sybase ASEのインストールは、次の手順で確認できます。

l 以下の場所で BSMGWS、BSMDPS、およびBSMの一般サーバのログファイルのエラーをチェックし

ます。
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Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/log/mpinstall.log

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\log\mpinstall.log

l 次の場所をチェックします。

BSMでは、[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [コンテンツ パック]をクリックします。

[コンテンツパック定義 ]ペインに、OMi Management Pack forSAP Sybase ASEが表示されている

必要があります。

OMiでは、[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [コンテンツ パック]をクリックします。

[コンテンツパック定義 ]ペインに、OMi Management Pack forSAP Sybase ASEが表示されている

必要があります。

l BSMサーバにインストールされているOMi MPをリストするには、以下のコマンドを実行します。

Linuxの場合 :

/opt/HP/BSM/bin/ContentManager.sh –username <BSMusername> -password <BSMpwd> -l

Windowsの場合 :

%TOPAZ_HOME%\bin\ContentManager.bat –username <BSMusername> -password <BSMpwd> -
l

注 : ContentManager.batまたは ContentManager.shコマンドで、コンテンツパックの名前とバー

ジョンがリスト表示されます。

注 :次の場所に、BSMGWS とBSMDPSの両方のOMiログファイルがあります。

Linuxの場合 : /opt/HP/BSM/log/EJBContainer/opr-configserver.log

Windowsの場合 : %TOPAZ_HOME%\log\EJBContainer\opr-configserver.log

特殊な設定
この項では、標準的な設定と異なる特殊な設定について説明します。また、クラスタ構成の環境での

OMi MP for SAP Sybase ASEの使用についても説明します。これらの設定は管理対象ノード上で実

行する必要があります。
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クラスタおよびフェイルオーバー環境の設定
OMi MP for SAP Sybase ASEでは、フェイルオーバーによってデータベースの可用性が中断されないよう

に構成されたクラスタ環境をサポートできます。同期化されたクラスタ環境では、OMi MP for SAP
Sybase ASEの監視でアクティブノード /パッシブノードを有効化 /無効化することができます。

クラスタ環境用にOMi MP for SAP Sybase ASEをセットアップするには、次の手順を実行します。

1. (オプション) OMi MP for SAP Sybase ASEに含まれるXMLファイル (dbspi_
sapsybasease.apm.xml)を変更します。

2. インスタンスが動作するすべてのノードで各 SAP Sybase ASEサーバインスタンスを構成し、必要な

OMi MP for SAP Sybase ASE管理テンプレートまたはアスペクトをSAP Sybase ASE CIにデプロイ

します。

3. OMi MP for SAP Sybase ASEで監視されるインスタンスをクラスタパッケージに関連付けるXML
ファイルを作成します。

前提条件

クラスタ対応アプリケーションを監視するには、OMi MP for SAP Sybase ASEでは、クラスタグループ内の

監視対象リソースにネットワーク名と IPアドレスの両方が含まれている必要があります。

注意 : クラスタグループがこれらの要件を満たしていない場合、クラスタノード上のopcerrorファイ
ルに以下のエラーが記録されます。

l クラスタの API 機能を実行できませんでした。エラー コード 1008 が返されました。System
Error Number: -1 (ffffffff) - (OpC30-3223)

l クラスタ情報を読み込めませんでした。System Error Number:-1 (ffffffff) - (OpC30-
3221)

l サブエージェント 0 の Application Package Monitor を中断しました。プロセスはシグナル 1
を受け取りました。(OpC30-1041)

ソフトウェア要件

OMi MP for SAP Sybase ASEは、次に示すクラスタソフトウェアと互換性があります。

l Microsoft クラスタソリューション (MSCS) -Windows

l MC/ServiceGuard - HP-UX ノード

l Veritas - Solaris ノード

l Sunクラスタ - Solaris ノード
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タスク1: OMi MP for SAP Sybase ASEに含まれる XMLファイル

OMi MP for SAP Sybase ASEには、Sybase ASEサーバタイプに対するXMLファイル (dbspi_
sapsybasease.apm.xml)が含まれています。このファイルは、「apminfo.xmlファイルの作成」で作成する

ファイルと連携して機能します。このファイルでは、管理対象ノード上のOMi MP for SAP Sybase ASE
ポリシーテンプレートがすべてリストされます。そのため、非アクティブまたはアクティブな管理対象ノードに

応じて、これらのファイルを無効化または有効化できます。

設定では、クラスタ内のあるノードでOMi MP for SAP Sybase ASEを有効にしてデータベースインスタン

スを監視し、クラスタ内のその他のノードでは無効のままにするシナリオを記述します。

(オプション) OMi MP for SAP Sybase ASE ファイル (OMi MP for SAP Sybase ASE ポリシーテンプ

レートのリストを含むファイル)の変更

通常、Sybase ASEサーバタイプに対するOMi MP for SAP Sybase ASE (dbspi_
sapsybasease.apm.xml)ファイルは、設定なしにすぐに使用できます。ただし、ポリシーテンプレートの名

前を変更している場合は、ファイルを変更する必要があります。

このXMLファイルには、無効化または有効化を行うための、すべてのスケジュールタスクとログファイルエ

ントリのポリシーテンプレートのリストが記載されます。これらのポリシーテンプレートは、最後のインスタンス

が別のノードに移動されたときだけ無効化されます。開始または停止コマンドは、ノード上で開始または

停止されるインスタンスごとに実行されます。

1. 管理対象ノードで、ファイルは次のディレクトリ内に存在します。

Windowsの場合 :

%OvDataDir%\bin\instrumentation\conf

UNIX の場合 :

/var/opt/OV/bin/instrumentation/conf

OMi MP for SAP Sybase ASEファイルは、データベースタイプに基づいて dbspi_
sapsybasease.apm.xmlという名前が付いています。

2. 必要に応じて、OMi MP for SAP Sybase ASEファイルを変更します。

変更されていないファイルは、OMi MP for SAP Sybase ASEポリシーテンプレートのデプロイに合わ

せて、自動的にデプロイされます。ファイルを変更する場合は、クラスタ内の各ノードに再度デプロイ

する必要があります。次の例は、dbspi_sapsybasease.apm.xmlの内容を表しています。

例 (SAP Sybase ASEの構成を使用 ):

<?xml version="1.0"?>

<APMApplicationConfiguration xmlns="http://www.hp.com/OV/opcapm/app">

<Application>

<Name>dbspi_sapsybasease</Name>

<Template>SAPSybaseASE_High</Template>
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<Template>SAPSybaseASE_Logger</Template>

<Template>SAPSybaseASE_Low</Template>

<Template>SAPSybaseASE_Medium</Template>

<Template>SAPSybaseASE_VeryHigh</Template>

<Template>SAPSybaseASE_ErrorLog</Template>

<Template>SAPSybaseASE_Messages</Template>

<StartCommand>dbspisybcol ON $instanceName</StartCommand>

<StopCommand>dbspisybcol OFF $instanceName</StopCommand>

</Application>

</APMApplicationConfiguration>

タスク2:クラスタ環境での設定または検出

クラスタ環境では、OMi MP for SAP Sybase ASE Sybase ASE検出アスペクトで、データベースインスタ

ンスの可能なすべての場所を検出できない場合があります。また、検出で、クラスタ環境内で使用して

いる仮想名ではなく、物理名のみに基づいてインスタンスの設定とマッピングが行われる場合があります。

次のタスクでは、パッケージが移動される可能性のある任意のノードに対してOMi MP for SAP Sybase
ASEを設定しデプロイする必要があります。

タスク3:ユーザが作成する XMLファイル

2つ目のXMLファイルは、ユーザが作成し、apminfo.xmlという名前を付けたファイルです。

このファイルは、OMi MP for SAP Sybase ASEに含まれているXMLファイルと連携して動作し、OMi MP
for SAP Sybase ASEで監視するインスタンスとクラスタパッケージとを関連付けることができます。これによ

り、同一クラスタ内のあるノードから別のノードにパッケージが移動されると、障害の起きたノードでの監視

が停止し、新しいノードでの監視が開始されます。

apminfo.xml ファイル (クラスタ インスタンスを記述するファイル)の作成

次の例は、OMi MP for SAP Sybase ASEサーバインスタンスを表しています。ファイル名は

apminfo.xmlでなければなりません。

1. テキスト エディタを使用し、次に示すようにファイルを作成します。

a. apminfo.xmlファイルで、apm.xmlファイルのプレフィックスに対応するアプリケーション名を入力

します。

例 : dbspi_sapsybasease

b. OMi MP for SAP Sybase ASEで設定したインスタンス名に合わせてインスタンス名を入力しま
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す。

アプリケーション名 : dbspi_sapsybasease

インスタンス名 : Sybaseサーバの名前 (interfaces ファイルから)

ユーザが作成する XML ファイル (エントリの説明付き)

注 : Sybaseの場合、パッケージ名をServiceGroupの名前に設定する必要があります。

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>

<Name><xml_file name without .xml extension></Name>

<Instance>

<Name><OMi MP for SAP Sybase ASE で監視する SAP Sybase ASE サーバ インスタンスの名前>

</Name>

<Package>< SAP Sybase ASE サーバの最初のインスタンスが実行されるリソース グループ>

</Package>

</Instance>

<Instance>

<Name><OMi MP for SAP Sybase ASE で監視する SAP Sybase ASE サーバ インスタンス #2 の

名前>.</Name>

<Package><SAP Sybase ASE サーバの 2 番目のインスタンスが実行されるリソース グループ>

</Package>

</Instance>

</Application>

</APMClusterConfiguration>

ユーザが作成する XML ファイル (上記のエントリの説明を置き換えたもの)

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>

<Name>dbspi_sapsybasease</Name>

<Instance>
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<Name>virtserv\sales</Name>

<Package>virtserv</Package>

</Instance>

<Instance>

<Name>customer</Name>

<Package>customer</Package>

</Instance>

</Application>

</APMClusterConfiguration>

リソースグループごとに複数のインスタンスを監視するには、以下のようにファイルを修正します。

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>

<Name>dbspi_sapsybasease</Name>

<Instance>

<Name>sales1,sales2</Name>

<Package>virtserv</Package>

</Instance>

</Application>

</APMClusterConfiguration>

さらに、開始コマンドまたは停止コマンドを dbspisybcol に変更します。

<?xml version="1.0"?>

<APMClusterConfiguration>

<Application>

<Name>dbspi_sapsybasease</Name>

...

<StartCommand>dbspisybcol ON $instanceName</StartCommand>

<StopCommand>dbspisybcol OFF $instanceName</StopCommand>

</Application>

</APMApplicationConfiguration>
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2. リソースグループ内のすべての物理ノードで、次のファイルを以下のディレクトリに保存します。

apminfo.xml

Windowsオペレーティングシステムのノード :

%OvDataDir%conf\conf\

UNIX または Linuxオペレーティングシステムのノード :

$OvDataDir/conf/conf/

注 : これらのディレクトリはデフォルトでは存在しません。ファイルを初めて作成する場合は、これ

らのディレクトリを手動で作成する必要があります。BSMサーバからノードにファイルを移送する

特別な配布メカニズムはありません。通常、ファイルはすべてのノードに手動でインストールされ

ます。エントリを追加するマージメカニズムはありません。手動で更新する必要があります。

3. 各物理ノードで、コマンド ovappinstanceを使用してファイルの構文と設定を確認します。

32ビット Windowsオペレーティングシステムのノード :

%OvInstallDir%\bin\ovappinstance -vc

UNIXまたは Linuxオペレーティングシステムのノード :

$OvInstallDir/bin/ovappinstance -vc

4. ファイルを物理ノードにコピーした後に、HP Operations Agentを停止し再起動します。

エージェントを停止するには、次のコマンドを実行します。

ovc -stop

エージェントを再起動するには、次のコマンドを実行します。

ovc -start

高負荷な SQL文の数を監視するためのMDAテーブルのイ

ンストール (メトリック2043の設定)
この項では、高負荷な SQL文の数を監視するためのメトリック 2043の設定について説明します。

2043メトリックは、テーブルmonSysStatementを使用します。MDA (監視および診断 )テーブルは、手動

で Sybase ASEサーバにインストールする必要があります。saユーザなどのSAP Sybase ASEユーザに

は、mon_roleの権限が必要です。以下に示すいくつかの監視パラメータを、sp_configureを使用して

設定する必要があります。

ここでは例として、HP-UXプラットフォーム上で Sybaseバージョン 15.7の特殊な環境を設定する場合を

考えます。
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注 : Sybaseで特殊な環境を設定する手順は、バージョンやプラットホームにより異なります。使用し

ているSybaseのバージョンやプラットフォームが異なる場合は、MDAテーブルのインストールや設定

に関するSybaseのドキュメントを参照してください。

注 :デフォルトでは、 [高負荷な SQL文の数の頻度 ]パラメータがNORUNに設定されているため、

2043メトリックは監視されません。2043メトリックを使用して高負荷な SQL文の数を監視する場合

は、次のタスクを実行し、 [高負荷な SQL文の数の頻度 ]パラメータの値を設定する必要がありま

す。

タスク 1: Sybaseサーバへの接続と設定パラメータの確認

1. Sybase ASEサーバにSybaseユーザとして接続し、コマンド プロンプトで次のコマンドを実行しま

す。

$SYBASE/$SYBASE_OCS/bin/isql -Usa -P<Password> -S<Server>

2. パラメータ enable cisが1に設定されているかどうかを確認するには、次のコマンドを実行します。

sp_configure 'enable cis'

go

3. パラメータの値が1に設定されていない場合は、次のコマンドを実行します。

sp_configure 'enable cis', 1

go

タスク 2:ループバックサーバ名のエイリアスの追加

ループバックサーバ名を追加するには、次のコマンドを実行します。

use master

go

sp_addserver loopback, null, @@servername

go

タスク 3: MDA テーブルのインストール

MDAテーブルをインストールするには、次のコマンドを実行します。

isql -U sa -P <yourpassword> -S <YourServerName> –i $SYBASE/$SYBASE_
ASE/scripts/installmaster

ここで、SYBASEは Sybaseのインストールディレクトリです。

SYBASE_ASEは、Sybaseのインストールディレクトリ内のASEサーバディレクトリです。

タスク 4: MDA アクセスが許可されたログインへの mon_role の割り当て

saユーザに権限を付与するには、次のコマンドを実行します。

use master
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go

grant role mon_role to sa

go

タスク 5:設定パラメータの有効化

設定パラメータを有効にするには、次のコマンドを実行します。

sp_configure "enable monitoring", 1

go

sp_configure "sql text pipe active", 1

go

sp_configure "sql text pipe max messages", 100

go

sp_configure "plan text pipe active", 1

go

sp_configure "plan text pipe max messages", 100

go

sp_configure "statement pipe active", 1

go

sp_configure "statement pipe max messages", 100

go

sp_configure "errorlog pipe active", 1

go

sp_configure "errorlog pipe max messages", 100

go

sp_configure "deadlock pipe active", 1

go

sp_configure "deadlock pipe max messages", 100

go

sp_configure "wait event timing", 1

go

sp_configure "process wait events", 1

go

sp_configure "object lockwait timing", 1
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go

sp_configure "SQL batch capture", 1

go

sp_configure "statement statistics active", 1

go

sp_configure "per object statistics active", 1

go

sp_configure "max SQL text monitored", 2048

go

Sybaseサーバを再起動します。

タスク 6:基本的な MDA 設定のテスト

基本的な MDA設定をテストするには、次のコマンドを実行します。

select count(*) from master..monSysStatement

go

Solaris管理対象ノードでのライブラリパスの設定
この項では、Solaris管理対象ノードでのライブラリパスの設定について説明します。

注 :次の設定が必要になるのは、Solarisプラットフォーム上で管理対象ノードを監視するのに使用

するOMi MP for SAP Sybase ASEのみです。

OMi MP for SAP Sybase ASEで Solarisプラットフォーム上の管理対象ノードを監視するには、エージェ

ント ユーザとして次の手順を使用し、XMLパーサPerlモジュールで使用する Expat.soライブラリで必要

なすべてのライブラリの動的依存関係を解決できるようにする必要があります。

1. Expat.soライブラリを見つけるには、次のコマンドを実行します。

cd /opt/OV/nonOV/perl/a/lib

find .-name Expat.so

2. 動的依存関係のリストを見つけるには、次のコマンドを実行します。

Go to <Expat.so> path

ldd Expat.so
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libgcc_s.soで「ファイルが見つかりません」というエラーメッセージが表示される場合は、次のステップ

3を実行し、Solaris管理対象ノードのSYBMP_LIBPATH環境変数で libgcc_s.soライブラリパス

を設定します。

3. 次の手順を実行し、rootユーザとして SYBMP_LIBPATH環境変数のlibgcc_s.soライブラリパスを

設定します。

a. 次のコマンドを使用して、Solaris管理対象ノードで libgcc_s.soを検索します。

find / -name libgcc_s.so

b. 次のコマンドを使用して、32ビットのlibgcc_s.soを検索します。

file <libgcc_s.so とパス>

c. Solaris管理対象ノードに 32ビットのlibgcc_s.soがインストールされていない場合は、GCC
ランタイムライブラリパッケージをインストールします。

d. 次のコマンドを使用して、viエディタで /etc/profileを開きます。

vi /etc/profile

e. /etc/profileファイルの先頭に次の行を追加します。

SYBMP_LIBPATH=<32-bit libgcc_s.so path>

export SYBMP_LIBPATH

注 : 32-bit libgcc_s.soのパスは、ステップ 2で取得した結果です。

f. ファイルを保存します。
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第3章 :作業の開始
この項では、SAP Sybase ASEアプリケーションサーバを監視し、BSMおよびOMiのイベントおよび状況

パースペクティブを表示するためのOMi MP for SAP Sybase ASEの標準設定コンポーネントのデプロイに

ついて手順を追って説明します。

BSMコンソールでの作業の開始の詳細については、「BSMコンソールでの作業の開始」を参照してくだ

さい。

OMiコンソールでの作業の開始の詳細については、「OMiコンソールでの作業の開始」を参照してくださ

い。

BSMコンソールでの作業の開始
この項では、OMi MP for SAP Sybase ASEを使用したOMi MP for SAP Sybase ASEサーバの監視に

必要なタスクについて説明します。また、イベント パースペクティブ、状況パースペクティブ、パフォーマンス

パースペクティブを使用して、SAP Sybase ASEサーバ構成アイテム (CI)のステータスと状況を分析する

こともできます。

タスク1: BSMコンソールへのノードの追加

注 :監視対象のSybaseデータベースサーバがすでにSmart Plug-in (SPI) for Sybase Databases
で監視されている場合は、まず、Sybaseデータベースサーバをホストしている管理ノードからSPI
アーティファクトとデータソースを削除します。

注 : ランタイムサービスモデル (RTSM)にノードがすでに存在する場合、このステップをスキップしてタ

スク 2に進むことができます。

監視を始める前に、次の手順を実行し、BSMコンソールにノードを追加する必要があります。

1. [オペレーション管理の管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [セットアップ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をク

リックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規

作成 ]ダイアログボックスが開きます。

3. [プライマリDNS名 ]を指定し、 [IPアドレス]を確認します。
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4. ノードの [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]をドロップダウンリストから指定し、

[OK]をクリックします。

新規に作成されたノードがCI インスタンスとして RTSMに保存されます。

注 : Operations Agentが稼働するノードは、HP OMiサーバに対して有効にしてから、証明書を付

与する必要があります。

タスク2:エンリッチメント ルールの有効化
エンリッチメント ルールを有効にするには、以下の手順を実行します。

1. [エンリッチメント マネージャ]を開きます。

[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [エンリッチメント マネージャ]

2. [エンリッチメント ルール]ペインで、リストから [SoftwareElementDisplayLabelForNewHost]を選択

します。

3. 右クリックして [プロパティ]を選択します。 [エンリッチメント ルールのプロパティ]ウィンドウが開きます。

4. [次へ]をクリックします。

5. [ルールを有効にする]を選択します。

6. [完了 ]をクリックします。

7. [エンリッチメント ルール]ペインで、 をクリックして変更を保存します。

タスク3: SAP Sybase ASE検出アスペクトのデプロイ

注 : SAP Sybase ASEサーバCIが既に検出されている場合、このステップをスキップしてタスク 4に
進むことができます。

SAP Sybase ASE検出アスペクトにより、環境内のSAP Sybase ASEサーバインスタンスを検出できま

す。追加した管理対象ノード上のSAP Sybase ASE CI とSAP Sybase Replication Server CIの両方

を検出するには、SAP Sybase ASE検出アスペクトをComputer CIにデプロイする必要があります。

SAP Sybase ASE検出アスペクトのデプロイメントにより、次のCI タイプ (CIT)の構成アイテム (CI)が検

出されます。

l Sybase (SAP Sybase ASEサーバとSAP Sybase Replication Serverの両方が同じ CIで識別され

ます)

l Computer
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SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [アスペクト ]

3. 次のいずれかの方法で、アスペクトの割り当てとデプロイを行います。 [管理テンプレートおよびアスペ

クト ]ペインで、次を選択します。

n [SAP Sybase ASE 検出 ]アスペクトを選択し、 をクリックします。

n [SAP Sybase ASE 検出 ]アスペクトを右クリックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリックしま

す。

[割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで、必要な管理対象ノード CIを選択し、[次へ]をクリックします。

5. (オプション)[必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックします。

注 : SAP Sybase ASE検出アスペクトには必須パラメータはありません。次の内容の通知が表

示されます。「この割り当てには編集が必要なパラメータはありません。」

6. (オプション)[すべてのパラメータ]タブで [次へ]をクリックします。

インストールガイド

第3章 :作業の開始

HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE (1.00) 36 / 52ページ



注 : SAP Sybase ASE検出アスペクトにはパラメータはありません。次の内容の通知が表示さ

れます。「この割り当てに使用できるパラメータはありません。」

7. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当てオブジェクトの有効化 ]チェックボック

スを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

8. [完了 ]をクリックします。

注 : SAP Sybase ASEアスペクトがデプロイされると、次のメッセージが表示されます。「割り当ておよ

びデプロイメント ジョブを作成しました」デプロイメント ジョブのステータスを確認するには、[管理 ] > [オ
ペレーション管理 ] > [モニタリング] > [デプロイメント ジョブ]を選択します。

タスク4:検出の確認
SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイした後、 [View Explorer]にCIが表示されていることを確認

する必要があります。

[Top View]にCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. [アプリケーション] > [Operations Manager] > [Event Perspective]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで SAPSybaseASE_Deploymentビューを選択します。以下の図が表示されま

す。

検出されたCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. [アプリケーション] > [Operations Manager] > [Event Perspective]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで SAPSybaseASE_Deploymentビューを選択します。
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タスク5: root以外のユーザが実行するHP Operations
Agent向けのOMi MP for SAP Sybase ASEの設定
root以外のユーザでOperations Agentを実行するUNIX ノードでは、上記のタスクに加えて、次のタスク

を実行する必要があります。

SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイした後に、次の手順を実行する必要があります。

1. rootユーザとして /var/opt/OV/bin/instrumentationで次のスクリプトを実行します。

# dbspisyb_perl dbspisyb_root.pl

/var/opt/OV/conf/dbspisyb.suが作成されます。

2. rootユーザで dbspisyb.suファイルを開き、次の行のコメントを解除するか、次の形式で新しい行

を追加します。<ユーザ>:<コマンド>

root:<SYBINSTPATH>/startserver -f <SYBINSTPATH>/RUN_<SVRNAME>

ここで、<SYBINSTPATH>は SAP Sybase ASEのインストールパスです。

インストールガイド

第3章 :作業の開始

HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE (1.00) 38 / 52ページ



タスク6: SAP Sybase ASE管理テンプレートまたはアスペクト

のデプロイ
Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、管理テンプ

レートまたはアスペクトをOMi MP for SAP Sybase ASE CIにデプロイできます。管理テンプレートのデプロ

イの詳細は、「タスク 6a:SAP Sybase ASE管理テンプレートのデプロイ」を、アスペクトのデプロイの詳細

は、「タスク 6b: OMi MP for SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serverライセンスを使用している場合、アスペクトをデプロイできます。アス

ペクトのデプロイの詳細は、「タスク 6b:SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ」を参照してください。

タスク6a: SAP Sybase ASE管理テンプレートの特定とデプロイ

SAP Sybase ASE管理テンプレートをデプロイする前に、次に示すように、それぞれの環境に適した SAP
Sybase ASE管理テンプレートを特定する必要があります。

l SAP Sybase ASEサーバで主要なパフォーマンスと可用性に関するメトリックを監視する場合は、基

本 SAP Sybase ASE 管理テンプレートをデプロイします。

l 主要なパフォーマンスと可用性とともに、ネットワークパケットや並列処理などの詳細機能を監視する

場合は、詳細 SAP Sybase ASE 管理テンプレートをデプロイします。

SAP Sybase ASE管理テンプレートをSAP Sybase ASEサーバCIにデプロイするには、次の手順を実

行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [管理テンプレート ]

3. SAP Sybase ASEの [管理テンプレート ] フォルダで、デプロイする管理テンプレートを選択し、 [項
目の割り当てとデプロイ]をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIを選択し、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで、必要なパラメータの詳細を入力するには、次の手順を実行します。

a. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックし、ユーザ名を入力します。[OK]をクリックします。
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c. [SAP Sybase ASE インスタンスパスワード ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [SAP
Sybase ASEインスタンスパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックし、[パスワード ]フィールドに値を入力します。

e. [パスワードの確認 ]フィールドに同じパスワードを入力して、[OK]をクリックします。

f. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。

6. (オプション) [すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。パラメータのデ

フォルト値を変更するには、次の手順を実行します。

a. [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータ

の値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータと

して定義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、

[エキスパート パラメータの表示 ]をクリックします。

注 :同じように、[SAP Sybase ASE エラーログの頻度 ]パラメータも編集できます。

c. [次へ]をクリックします。

7. (オプション)[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有

効化できます。

8. [完了 ]をクリックします。

タスク6b: SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ

SAP Sybase ASEアスペクトをSAP Sybase ASE CIにデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [オペレーション管理 ] > [モニタリング] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [アスペクト ]
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3. [管理テンプレートおよびアスペクト ]フォルダでデプロイするアスペクトを選択し、 [項目の割り当てと

デプロイ]をクリックします。

または、デプロイするSAP Sybase ASEアスペクトを右クリックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリッ

クして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトをデプロイするSybaseCIを選択し、[次へ]をクリックします。

注 :アスペクトをノード CIにデプロイする場合は、[タイプ ノードのCI も表示する]チェックボックス

を選択します。

5. [必要なパラメータ]タブで、次の手順を実行して必須パラメータを指定する必要があります。

a. リストの [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [SAP
Sybase ASEインスタンス名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. 値を指定して、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

d. 値を指定して、[OK]をクリックします。

e. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスパスワード ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックし、[パスワード ]フィールドに値を入力します。

g. [パスワードの確認 ]フィールドに同じパスワードを入力して、[OK]をクリックします。

h. [次へ]をクリックして [すべてのパラメータ]に進みます。

6. (オプション)[すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。変更しない場合

は、[次へ]をクリックします。

パラメータのデフォルト値を変更するには、次の手順を実行します。

a. [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [すべてのパラメータ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータ

の値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータと

インストールガイド

第3章 :作業の開始

HP OMi Management Pack for SAP Sybase ASE (1.00) 41 / 52ページ



して定義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、

[エキスパート パラメータの表示 ]をクリックします。

c. [次へ]をクリックします。

7. (オプション)[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当てオブジェクトの

有効化 ]チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有

効化できます。

8. [完了 ]をクリックします。

タスク7: OMi MP for SAP Sybase ASEデプロイメントの確認
管理対象ノードにOMi MP for SAP Sybase ASEがデプロイされているのを確認するには、次の手順を

実行します。

1. [アプリケーション] > [オペレーション管理 ] > [View Explorer] > [ビューの参照 ]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]ペインでノードを右クリックし、[ツールを起動 ]をクリックします。 [ツールの選択 ]ページ

が開きます。

3. [SAP Sybase ASE Management Packのデプロイメントの確認 ]ツールを選択し、[ツールの実行 ]
をクリックします。

タスク8: root以外のエージェント ユーザ用のSAP Sybase
ASEエラーログ監視の設定
デフォルトで、root以外のエージェント ユーザには、Sybaseサーバのエラーログファイルを読み取る権限

がありません。エラーログファイルを監視できるように読み取り権限を設定するには、次の手順を実行し

ます。

1. Management Packで検出および監視されるSAP Sybase ASEサーバのエラーログを特定するに

は、次のコマンドを実行します。

/var/opt/OV/bin/instrumentation/dbspicas -l

エラーログファイル名が表示されます。

2. 非 rootユーザにエラーログファイルに対する読み取り権限を付与するには、Sybaseユーザとして次

のコマンドを実行します。

chmod +r <Sybase-error-logfile>
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OMiコンソールでの作業の開始
この項では、OMi MP for SAP Sybase ASEを使用した SAP Sybase ASEサーバの監視に必要なタスク

について説明します。また、イベント パースペクティブ、状況パースペクティブ、パフォーマンスパースペクティ

ブを使用して、SAP Sybase ASE構成アイテム (CI)のステータスと状況を分析することもできます。

タスク1: OMiコンソールへのノードの追加

注 :監視対象のSAP Sybase ASEサーバがすでにSmart Plug-in (SPI) for Sybase Databasesで
監視されている場合は、まず、SAP Sybase ASEサーバをホストしている管理対象ノードからSPI
アーティファクトとデータソースを削除します。

注 : ランタイムサービスモデル (RTSM)にノードがすでに存在する場合、このステップをスキップしてタ

スク 2に進むことができます。

監視を始める前に、次の手順を実行し、OMiコンソールにノードを追加する必要があります。

1. [管理 ]から [モニタ対象ノード ]マネージャを開きます。

[管理 ] > [セットアップと保守 ] > [モニタ対象ノード ]

2. [ノード ビュー]ペインで [事前定義済みのノード フィルタ] > [モニタ対象ノード ]をクリックし、 をク

リックしてから、[Computer] > [Windows]または [UNIX]をクリックします。 [モニタ対象ノードの新規

作成 ]ダイアログボックスが開きます。

3. [プライマリDNS名 ]を指定し、 [IPアドレス]を確認します。

4. ノードの [オペレーティングシステム]、 [プロセッサアーキテクチャ]をドロップダウンリストから指定し、

[OK]をクリックします。

新規に作成されたノードがCI インスタンスとして RTSMに保存されます。

注 : Operations Agentが稼働するノードは、HP OMiサーバに対して有効にしてから、証明書を付

与する必要があります。

タスク2:エンリッチメント ルールの有効化
エンリッチメント ルールを有効にするには、以下の手順を実行します。
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1. [エンリッチメント マネージャ]を開きます。

[管理 ] > [RTSM 管理 ] > [モデリング] > [エンリッチメント マネージャ]をクリックします。

2. [エンリッチメント ルール]ペインで、リストから [SoftwareElementDisplayLabelForNewHost]を選択

します。

3. 右クリックして [プロパティ]を選択します。 [エンリッチメント ルールのプロパティ]ウィンドウが開きます。

4. [次へ]をクリックします。

5. [ルールを有効にする]を選択します。

6. [完了 ]をクリックします。

7. [エンリッチメント ルール]ペインで、 をクリックして変更を保存します。

タスク3: SAP Sybase ASE検出アスペクトのデプロイ

注 : SAP Sybase ASE CIが既に検出されている場合、このステップをスキップしてタスク 4に進むこと

ができます。

SAP Sybase ASE検出アスペクトにより、環境内のSAP Sybase ASEサーバインスタンスを検出できま

す。追加した管理対象ノード上のSAP Sybase ASE CI とSAP Sybase Replication Server CIの両方

を検出するには、SAP Sybase ASE検出アスペクトをComputer CIにデプロイする必要があります。

SAP Sybase ASE検出アスペクトのデプロイメントにより、次のCI タイプ (CIT)の構成アイテム (CI)が検

出されます。

l Sybase (SAP Sybase ASEサーバとSAP Sybase Replication Serverの両方が同じ CIで検出され

ます)

l Computer
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SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [アスペクト ]

3. 次のいずれかの方法で、アスペクトの割り当てとデプロイを行います。 [管理テンプレートおよびアスペ

クト ]ペインで、次を選択します。

n [SAP Sybase ASE 検出 ]アスペクトを選択し、 をクリックします。

n [SAP Sybase ASE 検出 ]アスペクトを右クリックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリックしま

す。

[割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで、必要な管理対象ノード CIを選択し、[次へ]をクリックします。

5. (オプション)[必要なパラメータ]タブで [次へ]をクリックします。

注 : SAP Sybase ASE検出アスペクトには必須パラメータはありません。次の内容の通知が表

示されます。「この割り当てには編集が必要なパラメータはありません。」

6. (オプション)[パラメータ サマリ]タブで [次へ]をクリックします。

注 : SAP Sybase ASE検出アスペクトにはパラメータはありません。次の内容の通知が表示さ

れます。「この割り当てに使用できるパラメータはありません。」
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7. (オプション)割り当てを直ちに有効化しない場合は、[割り当ての有効化 ]チェックボックスを外しま

す。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できます。

8. [完了 ]をクリックします。

注 : SAP Sybase ASEアスペクトがデプロイされると、次のメッセージが表示されます。「割り当ておよ

びデプロイメント ジョブを作成しました」デプロイメント ジョブのステータスを確認するには、[管理 ] >
[監視 ] > [デプロイメント ジョブ]を選択します。

タスク4:検出の確認
SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイした後、 [View Explorer]にCIが表示されていることを確認

できます。

検出されたCIを表示するには、次の手順を実行します。

1. [ワークスペース] > [操作コンソール] > [Event Perspective]をクリックします。

2. [ビューの参照 ]タブで SAPSybaseASE_Deploymentビューを選択します。以下の図が表示されま

す。
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タスク5: root以外のユーザが実行するHP Operations
Agent向けのOMi MP for SAP Sybase ASEの設定
root以外のユーザでOperations Agentを実行するUNIX ノードでは、上記のタスクに加えて、次のタスク

を実行する必要があります。

SAP Sybase ASE検出アスペクトをデプロイした後に、次の手順を実行する必要があります。

1. rootユーザとして /var/opt/OV/bin/instrumentationで次のスクリプトを実行します。

# dbspisyb_perl dbspisyb_root.pl

/var/opt/OV/conf/dbspisyb.suが作成されます。

2. rootユーザで dbspisyb.suファイルを開き、次の行のコメントを解除するか、次の形式で新しい行

を追加します。<ユーザ>:<コマンド>

root:<SYBINSTPATH>/startserver -f <SYBINSTPATH>/RUN_<SVRNAME>

ここで、<SYBINSTPATH>は SAP Sybase ASEのインストールパスです。

タスク6: SAP Sybase ASE管理テンプレートまたはアスペクト

のデプロイ
Monitoring Automation for Composite Applicationsライセンスを使用している場合、管理テンプ

レートまたはアスペクトをSAP Sybase ASE CIにデプロイできます。管理テンプレートのデプロイの詳細

は、「タスク 6a:SAP Sybase ASE管理テンプレートの特定とデプロイ」を、アスペクトのデプロイの詳細は、

「タスク 6b:SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ」を参照してください。

Monitoring Automation for Serverライセンスを使用している場合、アスペクトをデプロイできます。アス

ペクトのデプロイの詳細は、「タスク 6b:SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ」を参照してください。

必要なユーザ権限

SAP Sybase ASEサーバを監視するには、資格情報を持つユーザに次の権限を付与します。システム

管理者 (sa)

タスク6a: SAP Sybase ASE管理テンプレートの特定とデプロイ

SAP Sybase ASE管理テンプレートをデプロイする前に、次に示すように、それぞれの環境に適した SAP
Sybase ASE管理テンプレートを特定する必要があります。

l SAP Sybase ASEサーバで主要なパフォーマンスと可用性に関するメトリックを監視する場合は、基

本 SAP Sybase ASE管理テンプレートをデプロイします。
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l 主要なパフォーマンスと可用性とともに、ネットワークパケットや並列処理などの詳細機能を監視する

場合は、詳細 SAP Sybase ASE管理テンプレートをデプロイします。

SAP Sybase ASE管理テンプレートをSAP Sybase ASE CIにデプロイするには、次の手順を実行しま

す。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [管理テンプレート ]

3. SAP Sybase ASEの [管理テンプレート ] フォルダで、デプロイする管理テンプレートを選択し、 [項
目の割り当てとデプロイ]をクリックします。 [割り当てとデプロイ]ウィザードが開きます。

4. [構成アイテム]タブで管理テンプレートを割り当てるCIを選択し、[次へ]をクリックします。

5. [必要なパラメータ]タブで、必要なパラメータの詳細を入力するには、次の手順を実行します。

a. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. [値 ]をクリックし、ユーザ名を入力します。[OK]をクリックします。

c. [SAP Sybase ASE インスタンスパスワード ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [SAP
Sybase ASEインスタンスパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

d. [値 ]をクリックし、[パスワード ]フィールドに値を入力します。

e. [パスワードの確認 ]フィールドに同じパスワードを入力して、[OK]をクリックします。

f. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。

6. (オプション)[パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。パラメータのデフォ

ルト値を変更するには、次の手順を実行します。

a. [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの

値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとし

て定義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、

[エキスパート パラメータの表示 ]をクリックします。
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注 :同じように、[SAP Sybase ASE エラーログの頻度 ]パラメータも編集できます。

c. [次へ]をクリックします。

7. (オプション)[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

8. [完了 ]をクリックします。

タスク6b: SAP Sybase ASEアスペクトのデプロイ

SAP Sybase ASEアスペクトをSAP Sybase ASE CIにデプロイするには、次の手順を実行します。

1. [管理テンプレートおよびアスペクト ]ペインを開きます。

[管理 ] > [監視 ] > [管理テンプレートおよびアスペクト ]

2. [構成フォルダ]ペインで、次を選択します。

[構成フォルダ] > [データベース管理 ] > [SAP Sybase ASE] > [アスペクト ]

3. [管理テンプレートおよびアスペクト ] フォルダでデプロイするアスペクトを選択し、 [項目の割り当てと

デプロイ]をクリックします。

または、デプロイするSAP Sybase ASEアスペクトを右クリックし、[項目の割り当てとデプロイ]をクリッ

クして [割り当てとデプロイ]ウィザードを開きます。

4. [構成アイテム]タブでアスペクトをデプロイするSybaseCIを選択し、[次へ]をクリックします。

注 :アスペクトをノード CIにデプロイする場合は、[タイプ ノードのCI も表示する]チェックボック

スを選択します。

5. [必要なパラメータ]タブで、次の手順を実行して必須パラメータを指定する必要があります。

a. リストの [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [SAP
Sybase ASEインスタンス名 ]ダイアログボックスが開きます。

b. 値を指定して、[OK]をクリックします。

c. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスユーザ名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスユーザ名 ]ダイアログボックスが開きます。

d. 値を指定して、[OK]をクリックします。
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e. リストの [SAP Sybase ASE インスタンスパスワード ]パラメータを選択し、 をクリックします。

[SAP Sybase ASEインスタンスパスワード ]ダイアログボックスが開きます。

f. [値 ]をクリックし、[パスワード ]フィールドに値を入力します。

g. [パスワードの確認 ]フィールドに同じパスワードを入力して、[OK]をクリックします。

h. [次へ]をクリックして [パラメータ サマリ]に進みます。

6. (オプション)[パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を変更できます。変更しない場合

は、[次へ]をクリックします。

パラメータのデフォルト値を変更するには、次の手順を実行します。

a. [SAP Sybase ASE インスタンス名 ]パラメータを選択し、 をクリックします。 [インスタンスパラ

メータの編集 ]ウィンドウが開きます。

b. リストでパラメータを選択して をクリックします。 [パラメータの編集 ]ダイアログボックスが開きま

す。[値 ]をクリックして値を指定し、[OK]をクリックします。

注 : [パラメータ サマリ]タブでは、パラメータのデフォルト値を上書きできます。各パラメータの

値は、管理テンプレート レベルで指定できます。デフォルトでは、エキスパート パラメータとし

て定義されているパラメータは表示されません。エキスパート パラメータを表示するには、

[エキスパート パラメータの表示 ]をクリックします。

注 :同じように、[SAP Sybase ASE エラーログの頻度 ]パラメータも編集できます。

c. [次へ]をクリックします。

7. (オプション)[構成オプション]タブで、割り当てを直ちに有効化しない場合は [割り当ての有効化 ]
チェックボックスを外します。 [割り当ておよび調整 ]ペインを使用して、後で割り当てを有効化できま

す。

8. [完了 ]をクリックします。

タスク7: OMi MP for SAP Sybase ASEのデプロイメントの確

認
管理対象ノードにSAP Sybase ASEがデプロイされているのを確認するには、次の手順を実行します。

1. [ワークスペース] > [操作コンソール] > [Event Perspective] > [View Explorer] > [ビューの参照 ]をク

リックします。
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2. [ビューの参照 ]タブでノードを右クリックし、[ツールを起動 ]をクリックします。 [ツールの選択 ]ページが

開きます。

3. [SAP Sybase ASE Management Packのデプロイメントの確認 ]ツールを選択し、[ツールの実行 ]
をクリックします。

タスク8: root以外のエージェント ユーザ用のSAP Sybase
ASEエラーログ監視の設定
デフォルトで、root以外のエージェント ユーザには、SAP Sybase ASEサーバのエラーログファイルを読み

取る権限がありません。エラーログファイルを監視できるように読み取り権限を設定するには、次の手順

を実行します。

1. 次のコマンドを実行して、監視するSAP Sybase ASEサーバアラート ログを特定します。

/var/opt/OV/bin/instrumentation/dbspicas -l

エラーログファイル名が表示されます。

2. 非 rootユーザにエラーログ監視に対する読み取り権限を付与するには、Sybaseユーザとして次の

コマンドを実行します。

chmod +r <Sybase-error-logfile>
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ドキュメントのフィードバックを送信
本ドキュメントについてのご意見、ご感想については、電子メールでドキュメント制作チームまでご連絡く

ださい。このシステムで電子メールクライアントが設定されていれば、このリンクをクリックすることで、以下の

情報が件名に記入された電子メールウィンドウが開きます。

Feedback on インストールガイド (OMi Management Pack for SAP Sybase ASE 1.00)

本文にご意見、ご感想を記入の上、 [送信 ]をクリックしてください。

電子メールクライアントが利用できない場合は、上記の情報をコピーしてWebメールクライアントの新規

メッセージに貼り付け、docfeedback@hp.com宛にお送りください。

お客様からのご意見、ご感想をお待ちしています。
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